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組む理由を述べる.   
  また，本研究において取り組むべき授業改善の場である授業研究を先行研究の示唆から反省的実践授
業とし，実施するのに困難な理由を示す. そして，日常的に実施するために，1. 通常の授業における授








































































図 3 PF-NOTEの画面（トリミングして表示） 











































図 4 PF-NOTE と Web カメラ，iPad とケース， 




図 5 授業評価の実際 
